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当
所
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
企
業
の

発
展
を
支
え
て
き
た
優
良
従
業
員
の
表

彰
を
実
施
。
そ
の
内
、
勤
続
三
十
年
以

上
の
優
良
従
業
員
を
対
象
に
「
第
六
十

三
回
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
」

が
十
一
月
二
十
二
日
我
午
前
十
一
時
か

ら
行
わ
れ
、
宮
井
副
会
頭
・
串
橋
副
会

頭
・
昆
総
務
運
営
委
員
長
・
中
野
総
務

運
営
副
委
員
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。
　
今
年
の
表
彰
者
は
市
内
の
各
事
業
所

に
十
年
以
上
勤
め
、
企
業
の
発
展
を
支

え
た
十
二
事
業
所
の
四
十
二
名
で
、
表

彰
式
に
は
、
三
十
年
以
上
の
十
二
名
の

内
三
名
が
出
席
し
、
初
め
に
宮
井
副
会

頭
よ
り
「
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
こ
ら
れ

た
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
更
な
る
社

業
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層
職
務
に
精

励
さ
れ
る
と
と
も
に
後
輩
の
育
成
に
も

意
を
注
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
良
き
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
下
さ
る
よ
う
、
心

か
ら
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、

宮
井
副
会
頭
が
日
本
商
工
会
議
所
小
林

会
頭
と
の
連
名
の
表
彰
状
と
記
念
品
を

一
人
ひ
と
り
に
贈
っ
た
。

　
ま
た
、
勤
続
十
年
・
二
十
年
の
方
に

つ
い
て
は
、
各
事
業
所
か
ら
表
彰
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
を
渡
し
た
。

第第
　
回回
６６３３
第
　
回
６３

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰彰

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

勤
続
　
年
以
上

３０

栗 林 栄 孝

㈱ハタナカ昭和

藤 江 由美子

㈱中央スーパー

鈴 江 真由美

㈱中央スーパー

佐 藤 優 二

㈱ハチロ

海 野 明 美

㈱中央スーパー

勤
続
　
年
以
上

３５

南 波　 聡

三協建設㈱

勤
続
　
年
以
上

５０

勤
続
　
年
以
上

４０

森 島 礼 子

㈱中央スーパー

佐々木 聡 志

三協建設㈱

炭 谷 憲 治

三協建設㈱

岩 渕 光 弘

㈱ハチロ

橋 場 輝 明

ハラダ工業㈱

大 道　 譲

ハラダ工業㈱

▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人
留
萌
観
光
協

会
＝
須
原
舞

▽
井
原
水
産
㈱
＝
大
西
太
郎
・
藤
田
京

子
・
松
山
恵
子
・
鈴
木
す
え
子
・
野

崎
さ
と
み

▽
㈱
イ
バ
ヤ
シ
＝
花
岡
直
人
・
関
口
紀

美
子

▽
㈱
ハ
チ
ロ
＝
神
佳
之
・
原
田
大
介

▽
㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
＝
川
村
由
香
・
工

藤
増
美

▽
る
も
い
南
町
動
物
病
院
＝
福
岡
幼
菜

▽
三
協
建
設
㈱
＝
米
田
正
幸

▽
ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
＝
加
藤
健
人
・
大
友

康
平

▽
㈱
北
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
＝
堀
川
リ
エ

▽
医
療
法
人
社
団
心
優
会
　
留
萌
記
念

病
院
＝
串
崎
貴
子
・
齊
藤
真
仁
・
星

絵
理
佳
・
米
田
藤
江
・
祐
川
優
美
子

《
敬
称
略
》

勤
続
　
年
以
上

１０

▽
㈱
イ
バ
ヤ
シ
＝
泉
哲
也

▽
㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
＝
八
代
典
子
・
鹿

能
正
昭

▽
井
原
水
産
㈱
＝
横
谷
一
俊
・
三
浦
真
・

伊
藤
洋
美

▽
㈱
佐
藤
電
気
商
会
＝
野
呂
田
雄
・
島

田
湖

勤
続
　
年
以
上

２０



③ 第670号（隔月１回発行） 令和５年12月15日か い ぎ し ょ News

　
十
一
月
二
十
七
日
俄
午
前
十
時
よ
り
、

当
所
大
石
昌
明
会
頭
、
地
域
振
興
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
柳
澤
豊
委
員
長
、
商

業
振
興
お
も
て
な
し
委
員
会
の
髙
橋
秀

一
委
員
長
、
橋
本
る
み
子
専
務
理
事
が

留
萌
市
を
訪
れ
、「
留
萌
市
経
済
活
性

化
案
」
と
し
て
ま
と
め
た
提
案
書
を
中

西
俊
司
市
長
に
手
渡
し
た
。

　
本
提
案
書
は
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
の
今

後
の
活
用
と
道
の
駅
留
萌
並
び
に
モ
ン

ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
る
も
い
構

想
に
関
し
て
地
元
経
済
界
の
意
見
を
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
地
域

振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
商
業
振
興

お
も
て
な
し
委
員
会
合
同
で
本
年
六
月

か
ら
協
議
を
重
ね
て
き
た
も

の
で
、
提
案
書
に
は
当
所
全

役
議
員
か
ら
の
意
見
聴
取
も

行
い
作
成
さ
れ
た
提
案
書
と

な
っ
て
い
る
。

　
提
案
書
は
「
都
市
部
と
地

方
部
の
相
補
的
経
済
循
環

圏
」
や
「
留
萌
駅
前
と
道
の

駅
る
も
い
を
分
断
し
て
い
る

留
萌
駅
周
辺
跡
地
の
活
用
」

「
モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ

レ
ッ
ジ
る
も
い
構
想
と
ま
ち
中
へ
の
誘

導
」「
経
済
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
価
値

向
上
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
留
萌
駅
周
辺

跡
地
の
「
相
互
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

向
上
に
よ
る
人
流
加
速
機
能
」「
交
通
結

節
点
機
能
」「
経
済
活
性
化
機
能
」
と

い
っ
た
、
持
続
的
に
人
々
を
ま
ち
中
へ

引
き
込
み
、
商
業
者
や
商
店
街
の
主
体

的
な
参
画
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
集
約

等
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
る
も

い
構
想
に
つ
い
て
は
、「
道
の
駅
る
も

い
内
の
配
置
」
や
「
シ
ョ
ッ
プ
以
外
の

機
能
」「
新
し
い
観
光
商
品
の
造
成
お
よ

び
販
売
の
充
実
」
な
ど
に

つ
い
て
提
案
し
て
い
る
。

　
大
石
会
頭
か
ら
は
経
済

界
か
ら
の
意
見
と
し
て
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
ほ
し
い
点
や
、
地
域

振
興
・
商
業
振
興
の
両
委

員
長
か
ら
は
今
後
も
情
報

共
有
や
議
論
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
中
西
市
長
に
要

請
し
た
。

　
第
　
回
常
議
員
会
が
十
一
月
十
三
日

３８７

俄
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会

館
議
員
ク
ラ
ブ
室
に
て
行
わ
れ
、
大
石

会
頭
、
宮
井
・
堀
松
・
串
橋
副
会
頭
、

橋
本
専
務
理
事
ほ
か
常
議
員
十
二
名
、

監
事
二
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
議

案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

（
議
案
事
項
）

▽
第
一
号
　
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
の
今
後

の
活
用
と
道
の
駅
る
も
い
並
び
に
モ

ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
る
も

い
構
想
に
関
す
る
提
案
書
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
そ
の
他
　

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
商
店
街
環
境
美
化
　
ご
み

ゼ
ロ
運
動
の
報
告
に
つ
い
て

　
他
八
件

　
当
所
議
員
会
（
西
谷
英
樹
会
長
）
主

催
の
「
観
楓
会
」
が
十
一
月
九
日
牙
午

後
六
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
二
階
大

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
会
員
二
十
七
名

が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
に
西
谷
会
長
挨
拶
の
後
、
大
石

会
頭
が
挨
拶
し
、
宮
井
副
会
頭
の
乾
杯

の
発
声
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
停

止
措
置
に
伴
い
、
ホ
タ
テ
等
の
行
き
先

を
失
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
関
係

者
を
応
援
し
て
消
費
を
促
進
す
る
「
食

べ
て
応
援
外
北
海
道
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
力
す
る
形
で
ホ
タ
テ
料
理
（
二
品
）

の
他
、
鉄
板
焼
き
ス
テ
ー
キ
、
マ
ツ
タ

ケ
ご
飯
等
秋
に
因
ん
だ
料
理
が
提
供
さ

れ
、
会
員
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
神
林

留
美
子
歌
謡
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
会
員
は
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

　
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を
受
け
て

経
営
改
善
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
会

員
事
業
所
に
対
し
て
、
当
所
が
日
本
政

策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
に
推
薦
し
、

経
営
改
善
に
必
要
な
資
金
を
無
担
保
、

無
保
証
人
で
利
用
で
き
る
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
（
マ
ル
経
）

の
創
設
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
十
月

十
九
日
牙
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
旭
川

支
店
国
民
生
活
事
業
統
括
の
近
藤
龍
人

様
か
ら
当
所
大
石
会
頭
へ
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

マ
ル
経

創
設

周

マ
ル
経
 創
設
　
周
年年

５０５０

日
本
政
策
金
融
公
庫
よ
り
感
謝
状
を
拝

日
本
政
策
金
融
公
庫
よ
り
感
謝
状
を
拝
受受

日
本
政
策
金
融
公
庫
よ
り
感
謝
状
を
拝
受

マ
ル
経
 創
設
　
周
年

５０

第

回

常
議
員

第
 
回
 常
議
員
会会

３８３８７７

当
所
議
員
会
主

当
所
議
員
会
主
催催
「
観
楓
会

「
観
楓
会
」」
を
開
催

を
開
催

留
萌
駅
跡
地
の
今
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い

留
萌
駅
跡
地
の
今
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い
てて

留
萌
市
経
済
活
性
化
案
を
留
萌
市
に
提

留
萌
市
経
済
活
性
化
案
を
留
萌
市
に
提
出出

留
萌
駅
跡
地
の
今
後
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て

留
萌
市
経
済
活
性
化
案
を
留
萌
市
に
提
出

　当所は、次の期間を閉所と
致しますのでご了承ください。

留萌商工会議所
年末年始休日の
お知らせ

令和５年
12月30日（土）より
令和６年
１月８日（月 ・ 祝）まで

当
所
議
員
会
主
催
「
観
楓
会
」
を
開
催



　
当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
五

年
度
第
２
・
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）

分
の
会
計
（
一
般
会
計
他
六
会
計
）
に

つ
い
て
十
月
十
二
日
牙
石
丸
税
理
士
の

外
部
監
査
を
受
け
、
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
ご
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
当
所
の
監
事
会
が
十
月
三
十
日
俄
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
中
間
監
査
を
開
催

し
、
小
路
泰
孝
・
中
野
了
・
後
藤
妙
子

監
事
に
よ
り
令
和
五
年
四
月
か
ら
九
月

ま
で
の
商
工
会
議
所
一
般
会
計
他
六
特

別
会
計
に
つ
い
て
監
査
を
行
っ
た
。

当
所
監
事
会
を
実
施

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
り
「
動
画
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

と
題
し
て
、
十
一
月
二
十
一
日
峨
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
会
場
（
留
萌
産
業
会

館
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
、
八
名
が

受
講
し
た
。

　
講
師
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
広
報
Ｐ
Ｒ

の
専
門
家
黒
木
勝
巳
氏
を
招
き
、
動
画

の
効
果
的
な
活
用
方
法
や
販
路
拡
大
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
し
、
受
講
者

は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
り
「
労
働
法
改
正
と
労
務
管

理
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
十
一

月
八
日
我
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
会
場

（
留
萌
産
業
会
館
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ

れ
、
十
七
名
が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
横
浜
リ
ン
ゲ
ー
ジ
社
労
士
事

務
所
代
表
の
蔵
中
一
浩
氏
を
招
き
、
建

設
業
、
運
送
業
が
直
面
す
る
二
〇
二
四

年
問
題
の
内
容
と
実
務
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
説
明
し
、
受
講
者
は
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
り
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画

作
成
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
十
月
二

十
五
日
我
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
会
場

（
留
萌
産
業
会
館
）
受
講
と
オ
ン
ラ
イ
ン

受
講
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ

れ
、
六
名
が
受
講
し
た
。

　
講
師
に
ス
テ
ッ
プ
ビ
ズ
合
同
会
社
代

表
千
本
隆
司
氏
を
招
き
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て
説
明
し
、
受
講
者
は
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

第
２
・
四
半
期

外
部
監
査
を
実
施

令
和
五
年
度

労
働
法
改
正
と

労
務
管
理
実
務
セ
ミ
ナ
ー

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業

事
業
継
続
力
強
化
計
画

作
成
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

動
画
活
用
セ
ミ
ナ
ー

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
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積
雪
期
を
前
に
商
店
街
区
の
除
排
雪

に
関
す
る
懇
談
会
が
、
十
二
月
七
日
牙

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
留

萌
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、

商
店
街
関
係
者
と
道
路
管

理
者
が
意
見
を
交
換
し
た
。

　
当
所
商
業
部
会
が
主
管

し
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
い
て
、商
業
部
会
・

運
輸
港
湾
部
会
・
商
店
街

関
係
者
と
留
萌
開
発
建
設

部
・
留
萌
建
設
管
理
部
・

留
萌
市
の
道
路
担
当
者
合

わ
せ
て
二
十
二
名
が
出
席
し
た
。

　
商
業
部
会
長
の
辻
本
部
会
長
、
運
輸

港
湾
部
会
の
沖
田
部
会
長
、
担
当
副
会

頭
の
堀
松
・
串
橋
副
会
頭
が
そ
れ
ぞ
れ

挨
拶
し
て
懇
談
会
に
入
っ
た
。

道
路
管
理
者
が
除
雪
の
出
動

基
準
や
時
間
、
運
搬
排
雪
基

準
な
ど
今
冬
の
除
排
雪
計
画

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

た
。
　
意
見
交
換
で
は
、
商
店
街

側
か
ら
「
今
年
度
、
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
実
施
し
て

も
ら
え
る
の
か
？
」「
排
雪
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
し
っ
か
り
考

え
て
ほ
し
い
。」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
当
所
工
業
部
会
（
畑
中
修
平
部
会
長
）

と
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
柳

澤
豊
委
員
長
）
合
同
に
よ
る
留
萌
港
湾

に
関
す
る
研
修
会
が
、
十
月
二
十
六
日

牙
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
留
萌
港
湾
事

務
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　
研
修
会
に
は
、
十
一
名

が
参
加
し
、
畑
中
部
会
長

よ
り
「
当
会
議
所
と
し
て
、

以
前
か
ら
留
萌
港
の
利
活

用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
経
済
波
及
効
果
が
大
き

い
洋
上
風
力
の
建
設
基
地

を
誘
致
し
た
い
と
い
う
観

点
で
の
研
修
を
企
画
し
ま
し
た
。
留
萌

港
の
ス
ペ
ッ
ク
は
基
地
港
と
し
て
十
分

で
す
し
、
ま
た
三
泊
の
広
大
な
後
背
地

が
魅
力
で
す
。
ぜ
ひ
官
民
挙
げ
て
機
運

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

挨
拶
後
、
前
半
は
留
萌
開
発
建
設
部
の

港
湾
業
務
艇
「
ゆ
り
か
も
め
」
で
留
萌

港
の
港
湾
施
設
の
見
学
と
、
留
萌
港
湾

事
務
所
内
に
て
同
所
の
三
浦
工
務
課
長

よ
り
留
萌
港
の
歴
史
や
同
港
南
防
波
堤

の
か
さ
上
げ
工
事
や
、
土
砂

の
堆
積
を
防
ぐ
港
内
の
航
路

維
持
作
業
な
ど
、
港
湾
整
備

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　
後
半
は
、
留
萌
市
役
所
の

担
当
者
か
ら
洋
上
風
力
発
電

の
誘
致
に
関
し
て
、
先
行
地

域
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

の
試
算
や
運
転
開
始
ま
で
の

流
れ
に
つ
い
て
と
、
発
電
機
の
建
設
・

製
造
拠
点
と
な
る
「
基
地
港
湾
」
と
し

て
、
留
萌
港
三
泊
埠
頭
の
活
用
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

留
萌
港
湾
に
関
す
る
研
修

留
萌
港
湾
に
関
す
る
研
修
会会

工
業
部

工
業
部
会会
・・
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
合

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
合
同同

工
業
部
会
・
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
合
同

留
萌
港
湾
に
関
す
る
研
修
会

商
店
街
区
除
排
雪
に
つ
い
て
懇
談

商
店
街
区
除
排
雪
に
つ
い
て
懇
談
会会

商
店
街
と
道
路
管
理
者
が
意
見
交

商
店
街
と
道
路
管
理
者
が
意
見
交
換換

商
店
街
区
除
排
雪
に
つ
い
て
懇
談
会

商
店
街
と
道
路
管
理
者
が
意
見
交
換



　「
税
を
考
え
る
週
間
」
が
本
年
も
十
一

月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
期
間
で
、

税
の
役
割
や
税
の
仕
組
み
な
ど
へ
の
理

解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
。

　（
公
社
）留
萌
地
方
法

人
会
、
留
萌
地
方
青
色

申
告
会
連
合
会
、
留
萌

間
税
会
、
税
理
士
会
留

萌
部
会
、
留
萌
小
売
酒

販
組
合
、
留
萌
歯
科
医

師
青
色
申
告
会
、
留
萌

商
工
会
議
所
の
税
務
協

力
団
体
と
、
留
萌
税
務

署
、
留
萌
振
興
局
、
留

萌
市
役
所
で
構
成
す
る

「
税
を
考
え
る
週
間
」推

進
委
員
会
（
澤
井
篤
司
委
員
長
）
は
、

税
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け

る
啓
発
品
を
届
け
て
も
ら
お
う
と
、
十

一
月
二
日
牙
午
前
十
時
三
十
分
に
る
も

い
プ
ラ
ザ
に
て
留
萌
市

商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
へ
啓
発
品
三
百
セ
ッ

ト
を
届
け
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
三

日
俄
午
後
二
時
よ
り
留

萌
産
業
会
館
に
て
税
務

署
長
講
演
会
が
実
施
さ

れ
約
五
十
名
が
参
加
し
、

税
務
講
演
会
で
は
加
瀬

谷
留
萌
税
務
署
長
が

「
北
海
道
の
お
酒
」
と
題

し
て
講
話
を
行
っ
た
。
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私
は
空
知
の
炭
鉱
が
あ
っ
た
街
を
巡

る
の
が
好
き
だ
。
静
け
さ
の
中
に
今
で

も
当
時
の
力
強
さ
と
ど
こ
か
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

石
炭
は
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も
呼
ば
れ
、
石

油
に
代
わ
る
ま
で
近
代
日
本
の
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
。

　
私
が
最
近
通
っ
た
の
は
、
赤
平
市
に

あ
る
赤
平
炭
鉱
（
旧
住
友
赤
平
炭
鉱
）

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
だ
。
赤
平
市
の
中
心

部
に
あ
り
夜
に
な
る
と
ネ
オ
ン
が
光
る

看
板
付
き
の
立
坑
櫓
は
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
最
盛
期
に
、
こ
の

炭
鉱
は
四
七
八
七
人
が
働
き
、
年
間
一

九
〇
万
ｔ
の
出
炭
量
を
誇
っ
た
。
今
も

残
る
高
さ
四
三
坩
八
メ
ー
ト
ル
の
櫓
は

毎
日
深
さ
六
一
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
一
分

ほ
ど
の
速
さ
で
、
炭
鉱
夫
を
運
び
石
炭

を
引
き
上
げ
た
。
道
路
を
挟
ん
で
隣
に

は
過
酷
な
業
務
を
終
え
た
ヤ
マ
の
男
た

ち
を
癒
す
浴
場
も
あ
る
。
こ
こ
に
来
る

と
当
時
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

雰
囲
気
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て

至
福
の
時
間
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の

後
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
、
駅
前
の

や
す
ら
い
通
り
に
あ
る
お
で
ん
屋
に
向

か
い
、
山
の
男
達
の
姿
を
想
像
す
る
。

命
掛
け
で
地
下
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
へ
向

か
い
、
激
務
を
終
え
、
帰
宅
し
て
い
く

…
そ
ん
な
男
た
ち
の
集
う
場
所
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
お
店
で
、
当
時
の
余
韻
に

浸
り
な
が
ら
お
で
ん
と
お
酒
を
嗜
む
こ

と
も
、
私
の
至
福
の
時
で
あ
る
。

　
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
話
に
戻
る
が
、

こ
の
よ
う
な
産
業
遺
産
を
観
光
資
源
と

し
て
活
か
し
た
こ
の
施
設
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
る
。
私
が
住
む
街
留

萌
で
も
、
古
い
も
の
を
活
用
し
、
生
か

す
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。
是
非
、
留
萌
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
み
ん
な
に
も
観
て
ほ
し
い
。
そ
う

思
い
な
が
ら
、
私
は
帰
路
に
つ
い
た
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
極
限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
々
木
　
忠
孝

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
No.１０７

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
青
年
会

議
所
運
動
も
四
年
ぶ
り
に
制
限
を
す
る

こ
と
な
く
各
種
会
議
や
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
政
策
委
員
会
に
よ
る
野
球
に
よ

る
マ
チ
づ
く
り
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
を

留
萌
に
創
ろ
う
と
い
う
壮
大
な
夢
を
描

き
活
動
に
邁
進
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
十
二
月
に
は
最
終
例
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
未
来
へ
と
つ

な
が
る
今
後
の
動
き
を
発
信
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
講
師
を
お
招
き
し

て
お
話
を
伺
う
な
ど
野
球
関
係
者
は
も

と
よ
り
、
一
般
の
方
に
も
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
に
際
し
、
多
く
の
御

支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
 Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
想
像
を
超
え
て
い
く
）
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
一
年
間
運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
会
と
し
て
も
会
員
個
人
と
し
て
も

沢
山
の
挑
戦
の
中
で
大
き
な
経
験
を
得

ら
れ
た
一
年
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
会
員
数
の
減
少
と
い
う
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
マ
チ
づ
く
り
を

行
う
、
人
づ
く
り
を
行
う
団
体
と
し
て

地
域
で
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

理
事
長
　
佐
藤
　
亮
訓

No.１９５

　
当
所
青
年
部
（
川
村
忠
司
会
長
）
の

臨
時
会
員
総
会
が
十
月
十
六
日
俄
午
後

七
時
よ
り
留

萌
産
業
会
館

に
て
開
催
さ

れ
、
会
員
二

十
七
名
（
内

委

任

状

五

名
）
と
Ｏ
Ｂ

六
名
が
出
席

し
、
開
催
さ

れ
た
。

　
川
村
忠
司

会
長
の
挨
拶

後
、
議
事
に

入
り
、
報
告

事
項
第
一
号

議
案
令
和
五
年
度
上
半
期
事
業
報
告
に

つ
い
て
、
各
委
員
会
よ
り
説
明
後
、
第

二
号
議
案
出
向
報
告
（
北
海
道
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
道
北
協
議
会
ほ
か
）
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
審
議
事
項
に
入
り
、
第

一
号
議
案
令
和
五
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
青
年
部
三
役
（
会
長
・
副
会
長
・

専
務
理
事
）
選
任
の
件
に
つ
い
て
次

の
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

【
令
和
六
年
度
 
三
役
】

▽
会
長
　
　
　
　
松
村
　
　
剛（
新
）

▽
筆
頭
副
会
長
　
前
田
　
康
太（
新
）

▽
副
会
長
　
　
　
小
村
　
昭
裕（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
大
嶋
　
光
生（
新
）

▽
専
務
理
事
　
　
石
田
　
純
一（
新
）

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

臨
時
会
員
総
会
を
開

臨
時
会
員
総
会
を
開
催催

臨
時
会
員
総
会
を
開
催

留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

啓
発
品
寄
贈

啓
発
品
寄
贈
とと
税
務
署
長
講
演
会
を
開

税
務
署
長
講
演
会
を
開
催催

啓
発
品
寄
贈
と
税
務
署
長
講
演
会
を
開
催

「
税
を
考
え
る
週

「
税
を
考
え
る
週
間間
」」
行
事
行
事

「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事
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当
所
全
市
連
合
大
売
出
し
実
行
委
員

会
（
辻
本
哲
也
実
行
委
員
長
）
主
催
の

全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出
し
は
、
十

二
月
十
五
日
か
ら
一
月
六
日
ま
で
の
二

十
三
日
間
で
実
施
す
る
。

　
期
間
中
参
加
店
で
お
買
上
げ
千
円
毎

に
宝
く
じ
一
枚
進
呈
。

　
当
選
発
表
は
一
月
十
九
日
。
当
選
者

は
更
に
、
る
も
い
プ
ラ
ザ
に
ぎ
わ
い
広

場
に
て
、
抽
選
や
ガ
ラ
ポ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
特
賞
、

一
等
の
商
品
と
引
き
換
え
る
。

　
景
品
交
換
所
は
一
月
十
九
日
か
ら
一

月
二
十
八
日
ま
で
『
る
も
い
プ
ラ
ザ
二

階
に
ぎ
わ
い
広
場
』
で
開
設
す
る
。

　
実
行
委
員
会
で
は
「
年
に
一
度
の
謝

恩
大
売
出
し
」
と
し
て
消
費
者
に
強
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、
街
に
賑
わ
い

と
活
気
を
出
そ
う
と
参
加
店
全
店
が
全

力
で
実
施
す
る
。

気留萌市商店街振興組合連合会共通商品券
　10万円分（３本）

初夢賞
【下６ケタ】

★以下の２種類の景品のうち いずれかが当たる抽選に
チャレンジ。《計 12本》
気ゆめぴりか １俵（６本）
気留萌市商店街振興組合連合会共通商品券 ３万円分（６本）

特　賞
【下４ケタ】

★以下の３種類の景品のうち いずれかが当たるガラポン
にチャレンジ。《計 240本》

気ゆめぴりか ５㎏（ 80本 ）　気豚ジスカンセット（ 80本 ）
気るもい特産品セット（ 80本 ）

１　等
【下３ケタ】

気宝くじをそのまま500円分のお買物券として参加店で利
用いただけます。《計 1,200本》

２　等
【下２ケタ】

全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出

全
市
連
合
 年
末
年
始
大
売
出
しし

全
市
連
合
 年
末
年
始
大
売
出
し

１２月１５日（金）～
１月６日（土）まで実施

９月留萌港入出貨物
【積荷合計　２隻】
・・丸太（内航船）　 １隻　１，３６３弱 
・・石炭（内航船）　 １隻　２，１００トン
【揚荷合計　23隻】
・・石炭（内航船）  １隻　２，１００トン
・・石炭（外航船）  １隻　９，５５０トン
・・セメント船（内航船） ６隻 １２，１０２トン
・・油（内航船）　 　１１隻 ３８，７５８Ｋ/Ｌ
・・塩（内航船）  １隻　　４５０トン
・アスファルト（外航船） ２隻　２，８９２トン
・・砂（内航船） １隻　１，８００トン

10月留萌港入出貨物
【積荷合計　実績なし】
【揚荷合計　26隻】
・・石炭（内航船）  ６隻 １０，８００トン
・・石炭（外航船）  １隻　７，０００トン
・・セメント船（内航船） ３隻　７，３５２トン
・・石油製品（内航船） １０隻 ３６，７１０Ｋ/Ｌ
・・石油製品（外航船） １隻　５，５４３Ｋ/Ｌ
・・塩（内航船）　 ２隻　　９３４トン
・アスファルト（外航船） ２隻　２，８１０トン
・・融雪剤（外航船） １隻　４，５０９トン

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５５，９６９４６，４９９７，４７４１，７４４２５２９月

５５，８８６４６，０２７７，７７８１，９１８１６３10月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１４５，１４４１，１３９６０，５７０７７，３９８６，０３７９月

１４３，３９３１，１６６５９，８４９７７，８３２４，５４６10月

留萌金融協会

　
新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
天
地
企
画
㈱
 
萌
美
飯
店
　

　
代
表
取
締
役
　
羅
　
偉
明

　
開
運
町
三
丁
目
五
番
二
十
九
号

オ
ロ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
法
律
事
務
所

　
弁
護
士
　
小
柳
　
の
ぞ
み

　
花
園
町
二
丁
目
二
番
十
三
号

新

入

会

員

紹

介

▽
　
月
２
日
　
正
副
会
頭
会
議
　
ご
み

１０
ゼ
ロ
運
動
▽
６
日
　
広
報
委
員
会
・
第

　
回
留
萌
商
工
会
議
会
員
大
会
▽
　
日

６４

１０

第
３
回
る
も
い
元
気
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

参
加
店
説
明
会
▽
　
日
「
税
を
考
え
る

１１

週
間
」
推
進
委
員
会
▽
　
日
　
地
域
振

１２

興
ま
ち
づ
く
り
・
商
業
振
興
お
も
て
な

し
合
同
委
員
会
・
外
部
監
査
▽
　
日
　

１８

全
市
連
合
大
売
出
し
実
行
委
員
会
▽
　１９

日
　
マ
ル
経
感
謝
状
贈
呈
式
▽
　
日
　

２５

事
業
継
続
力
強
化
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー

▽
　
日
　
工
業
部
会
・
地
域
振
興
ま
ち

２６
づ
く
り
合
同
研
修
会
▽
　
日
　
監
事
会

３０

▽
　
日
　
全
市
連
合
大
売
出
し
企
画
運

３１
営
委
員
会

▽
　
月
８
日
　
労
働
法
改
正
と
労
務
管

１１
理
実
務
セ
ミ
ナ
ー
▽
９
日
　
議
員
会
観

楓
会
▽
　
日
　
正
副
会
頭
会
議
・
第
　

１３

３８７

回
常
議
員
会
・「
税
を
考
え
る
週
間
」
税

務
署
長
講
演
▽
　
日
　
第
　
回
日
商
簿

１９

１６５

記
検
定
試
験
▽
　
日
　
動
画
活
用
セ
ミ

２１

ナ
ー
▽
　
日
　
第
　
回
永
年
勤
続
優
良

２２

６３

従
業
員
表
彰
式
▽
　
日
　
第
　
回
北
海

２３

１８

道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
▽
　
日
　
第
３

２９

回
る
も
い
元
気
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選

会
業業

務

日

務

日

誌誌

　
・
　
月

１０

１１

▽
革
新
　
三
件

▽
経
営
一
般
　
五
十
三
件

▽
金
融
　
四
件
　
▽
税
務
　
二
件

▽
労
働
　
四
十
一
件
　
▽
計
　
百
三
件

相相

談

件

談

件

数数

　
・
　
月

１０

１１

初
夢
初
夢
賞賞
（（
十
万
円
）
留
萌
市
商
店

十
万
円
）
留
萌
市
商
店
街街

振
興
組
合
連
合
会
共
通
商
品
券
３
本

振
興
組
合
連
合
会
 共
通
商
品
券
 ３
本
 他他

初
夢
賞
（
十
万
円
）
留
萌
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
 共
通
商
品
券
 ３
本
 他
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳
噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

●融資対象

金利1.20％
（　　　　　　　　）留萌市の利子補給で 0．20％

 ※適用には条件があります。 

『源泉所得税の
納期の特例』

源泉所得税の納期の特例の適用を

受けている方は忘れずに最寄りの

金融機関又は所轄の税務署窓口で

納付して下さい！

納付期日は
１/ 22 まで

～ № 1 02 ～
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１
月
　
日
牙
・
２
月
８
日
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１１

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

胸自分のＰＲポイント
資格：四級海技士免許、小型

船舶（１級）。性格：明るい笑

顔が取り柄です。座右の銘：

一期一会

胸現在の担当業務
タグボートの操船と船舶代理業務を行う。

胸現在の課題
失敗から学ぶ。

胸今後の目標
些細な事に興味を持ち、楽しく仕事をする。友達を

沢山つくる。

胸留萌の好きな所・もの
　会社の皆さんと行く焼肉。

留萌港開発株式会社

 鈴 
すず

 木 
き

 崚  太 　さん
りょう た

（余市町出身 ・20 歳）

１  ～２月 留萌商工会議所及び市内行事予定

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

１月７日掌噛令和６年 留萌市２０歳を祝う会（成人式）
１月９日昇煙令和６年 新年交礼会
１月１２日晶噛留萌駐屯地 新春交礼会
１月１３日松噛留萌青年会議所 新春の集い
２月２３日晶煙留萌市生活応援商品券 利用期限日
２月２５日掌煙第１６６回日商簿記検定試験
２月２９日昭煙留萌市生活応援商品券
　　　　　　　　　　　　 取扱事業者精算締切日

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１０３

の ぶやき
報委員長広
つ キャッシュレス

　広報委員会終了後の雑談の場で、

「キャッシュレスが多くなってると思うけど支払いの何割くらい？」

「そうですね、約３割ほどが〇イ〇イやＬＩ〇Ｅペイ、クレジットカード使

われてますね。」

「使う方は便利だけどお店側としては実際のところ、どうなの？」

　キャッシュレスについて改めて話をする機会を得た。

　自分もたまに電子マネーやクレジットカードを利用するが簡単で便利で、

ポイントが付く楽しみもある。

　しかし、使われる方としては会計時にスムーズで良いが手数料なるものが

発生する。約３％前後が手数料として入金時に差し引かれる。たかが３％、

されど３％だ。物価高の中、利益が減ってるところに手数料の３％が引かれ

るのは厳しいのが事実。あるお店では電子マネー決済もクレジットカード決

済も止めたと聞いた。

　時代の流れだから仕方ないと言えばそれまでだけど、皆さん

のところはどのような対策をしているのだろう？クレジット

カード決済は契約会社の違いや契約方法で３％～５％と手数料

の差があると聞くけど電子マネーはどこも同じなのだろうか。

　こんな情報交換が出来る場があると良いですね。

　広報委員会 委員長　長内　敬憲

日商簿記検定
合格者

令和５年１１月１９日に開催

された第１６５回日商簿記

検定の合格者の受験番号

は次の通りです。

害 害 害 合格者 害 害 害
〈３級〉受験番号：301

第１８回
北海道観光マスター
検定合格者

令和５年１１月２３日に開催
された第１８回北海道観光
マスター検定の合格者の
受験番号は次の通りです。

害 害 害 合格者 害 害 害
受験番号：１

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

2024年１月より「電子
取引」のデータ保存に
関して義務化されると
聞きましたが？

どのように対応すれ
ばよろしいですか？

詳しくは、かいぎしょ
ＮＥＷＳ12・１月号の７
ページをご覧ください。

そうです。メール等の
ウェブ上でやり取りした
電子ファイルをデータで
保存することが義務付け
られています。


